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平
成　

年
度
の
決
算
状
況

27
一
般
会
計
歳
出
総
額
は

約
1
2
0
億
4
0
0
0
万
円

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
と
7
つ
の
特
別
会

27

計
・
企
業
会
計
の
決
算
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、

そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
　

年
度
は
、市
総
合
計
画「
み
ん
な
の
知
恵
と
協

27
働
に
よ
る
ひ
か
り
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」の
実
現
の

た
め
、後
期
基
本
計
画
の
施
策
実
現
を
目
指
し
、持

続
可
能
な
財
源
基
盤
の
確
立
を
図
る
た
め
、限
ら

れ
た
財
源
の
計
画
的
な
活
用
に
努
め
る
こ
と
を
基

本
と
し
な
が
ら
、予
算
を
編
成
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
当
初
予
算
1
1
6
億
9
3
0
0
万
円

の
予
算
編
成
を
行
い
、市
民
の
安
心
・
安
全
を
柱
と

し
た
福
祉
、環
境
、教
育
な
ど
市
民
目
線
、市
民
の

生
活
優
先
を
基
本
と
し
た
各
種
事
業
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、烏
山
の
山
あ
げ
行
事
の
ユ
ネ
ス
コ
無
形

文
化
遺
産
登
録
に
備
え
、市
の
玄
関
口
で
あ
る　
JR

烏
山
駅
前
広
場
の
整
備
や
避
難
所
機
能
を
兼
ね
備

え
た
武
道
館
建
設
の
実
施
設
計
な
ど
、新
た
な
事

業
に
着
手
し
ま
し
た
。加
え
て
、江
川
小
学
校
大
規

模
改
修
事
業
を
は
じ
め
、道
路
整
備
な
ど
に
も
取

り
組
み
ま
し
た
。

　

今
後
は
、市
の
中
長
期
財
政
計
画
の
見
直
し
や

公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
を
策
定
し
、一
層
の

財
政
運
営
の
健
全
化
に
努
め
な
が
ら
、無
駄
の
な

い
確
実
性
の
あ
る
事
業
の
推
進
を
行
い
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
一
般
会
計
の
決
算
状
況
は
、歳

27

入
が
1
2
7
億
9
7
9
万
5
1
0
1
円
、歳
出
が

1
2
0
億
3
5
1
3
万
3
8
2
4
円
で
し
た
。　26

年
度
の
決
算
額
と
比
較
す
る
と
、歳
入
は
4
億
1

1
4
4
万
8
千
円（
3
・
3
％
）の
増
額
、歳
出
は
1

億
5
6
0
7
万
3
千
円（
1
・
3
％
）の
増
額
と
な
り

ま
し
た
。※
以
下
、一
般
会
計
の
千
円
未
満
は
四
捨
五
入
。

【
歳
入
】

　

市
税
は
、法
人
市
民
税
法
人
税
割
の
増
収
な
ど

に
よ
り
、対
前
年
比
1
・
3
％
増
の　

億
5
3
8
3

30

一
般
会
計

万
2
千
円
。地
方
譲
与
税
は
4
・
6
％
、自
動
車
取

得
税
交
付
金
も　
・
4
％
の
増
額
。さ
ら
に
、地
方

54

消
費
税
交
付
金
に
つ
い
て
も
社
会
保
障
財
源
分
の

大
幅
な
増
に
よ
り
、2
億
1
8
7
3
万
4
千
円

（　
・
8
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

67
　

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、普
通
交
付
税
が
基

準
財
政
需
要
額
の
伸
び
に
よ
り
、1
億
3
9
2
1

万
1
千
円（
3
・
3
％
）増
額
。特
別
交
付
税
は
、南
那

須
広
域
行
政
事
務
組
合
分
の
減
が
あ
り
、1
億
4

2
0
9
万
6
千
円（　
・
4
％
）減
額
と
な
り
ま
し
た

19

が
、総
額
で
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
の　

億
9
1
9

48

0
万
2
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
庫
支
出
金
は
、地
方
創
生
関
連
と
し
て
、平
成

　

年
度
か
ら　

年
度
へ
の
繰
越
明
許
費
と
し
て
計

26

27

上
し
た
地
域
住
民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
の
増

に
よ
り
、7
2
4
5
万
7
千
円（
6
・
1
％
）の
増
額

と
な
り
ま
し
た
。繰
入
金
は
、財
政
調
整
基
金
等
の

取
り
崩
し
の
減
少
な
ど
に
よ
り
、8
6
6
4
万
4

千
円（　
・
5
％
）の
減
額
。市
債
は
、江
川
小
学
校
大

17

規
模
改
修
事
業
の
増
な
ど
に
よ
り
、8
3
5
0
万

円（　
・
2
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

12

【
歳
出
】

　

議
会
費
は
、議
員
共
済
会
負
担
金
の
増
に
よ
り
、

対
前
年
比
7
8
9
万
3
千
円（
5
・
2
%
）の
増
額
と

な
り
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、選
挙
費
の
減
な
ど
に
よ
り
、1
8
5

1
万
円（
1
・
2
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

民
生
費
は
、子
育
て
支
援
、こ
ど
も
医
療
費
助
成
、

高
齢
者
及
び
障
が
い
者
福
祉
支
援
対
策
等
を
引
き

続
き
そ
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
事
業
勘
定
繰
出
金
の
増
な
ど
に
よ
り
、

1
億
3
5
5
2
万
8
千
円（
4
・
0
％
）の
増
額
。総

額　

億
3
1
9
8
万
6
千
円
で
全
体
の　
・
4
％

35

29

を
占
め
て
い
ま
す
。

　

衛
生
費
は
、水
道
事
業
会
計
繰
出
金
や
病
院
費

な
ど
の
広
域
行
政
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
、浄
化

槽
設
置
整
備
費
及
び
健
康
診
査
事
業
費
な
ど
で
す

上：整備が進むJR烏山駅前広場。
下：新武道館建設の様子。

決27年度

算SETTLEMENT OF ACCOUNTS
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が
、し
尿
処
理
に
係
る
震
災
復
興
対
策
分
の
広
域

行
政
事
務
組
合
負
担
金
が
減
と
な
っ
た
こ
と
か
ら

1
億
2
0
9
3
万
6
千
円（
7
・
8
％
）の
減
額
と
な

り
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、畜
産
担
い
手
育
成
総
合
整

備
事
業
や
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
施
設
整
備
事

業
の
増
に
よ
り
、1
億
4
9
7
1
万
4
千
円（　
・
9
35

％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

商
工
費
は
、商
工
振
興
対
策
事
業
と
し
て
商
品

券
発
行
支
援
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
、7
6
4
5

万
5
千
円（　
・
5
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

21

　

土
木
費
は
、5
7
4
8
万
5
千
円（
6
・
3
％
）の

減
額
。繰
越
事
業
の
3
路
線（
西
野
三
箇
線
・
滝
愛
宕
台

線
・
田
野
倉
大
金
線
）を
整
備
し
た
ほ
か
、合
併
特
例

債
を
活
用
し
た
道
路
整
備
は
、繰
越
分
を
含
め　
10

路
線
、辺
地
債
1
路
線
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

消
防
費
は
、広
域
行
政
事
務
組
合
へ
の
負
担
金

の
う
ち
消
防
庁
舎
整
備
分
の
減
に
よ
り
、3
0
6

9
万
3
千
円（
5
・
1
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、江
川
小
学
校
大
規
模
改
修
事
業
や

武
道
館
建
設
の
実
施
設
計
な
ど
に
よ
り
、1
億
5
3

4
6
万
8
千
円（　
・
2
％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

11

　

災
害
復
旧
費
は
、大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
整

備
事
業
費
の
減
に
よ
り
、1
億
6
7
7
0
万
7
千

円（　
・
5
％
）の
減
額
と
な
り
ま
し
た
。

87

　

公
債
費
は
、元
利
償
還
金
が　

億
4
8
7
6
万

14

9
千
円
で
、前
年
比
2
8
4
1
万
6
千
円（
2
・
0

％
）の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。

　

国
民
健
康
保
険
の
事
業
勘
定
は
、歳
入　

億
8

41

7
5
9
万
8
千
円
、歳
出　

億
2
5
9
9
万
円
と

40

な
り
ま
し
た
。診
療
施
設
勘
定
は
、歳
入
8
2
8
2

特
別
会
計
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月　

日
捷
～　

日
掌
は
行
政
相
談
週
間
で
す
。

10

17

23

　

市
で
は
、3
人（
中
山
榮
子
さ
ん
、金
枝
幹
雄
さ
ん
、萩

原
宣
子
さ
ん
）の
行
政
相
談
委
員
が
総
務
大
臣
か
ら

委
嘱
さ
れ
、活
動
し
て
い
ま
す
。毎
日
の
暮
ら
し
の

中
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、望
ん
で
い
る
こ
と
、ま
た

は
行
政
へ
の
苦
情
や
ご
意
見
な
ど
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、ご
相
談
は
、無
料
・
秘
密
厳
守
で
す
。

【
定
例
相
談
所
】

日
時　

①　

月　

日
昌
午
前
9
時
～
正
午

10

19

　
　
　

②　

月　

日
昌
午
前
9
時
～
正
午

10

26

場
所　

①
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　

②
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
合　

総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

緯
0
2
8
7−

　

−

1
1
1
2

83

【
特
設
相
談
所
】

日
時　
　

月
6
日
掌
午
前
9
時
～
正
午

11

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー（
健
康
福
祉
ま
つ
り
会
場
）

問
合　

総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

緯
0
2
8
7−

　

−

1
1
1
2

83

【
一
日
合
同
行
政
相
談
所
】

日
時　
　

月　

日
晶
午
前　

時　

分
～

10

21

10

30

　
　
　
　
　
　
　
　

午
後
3
時

場
所　

ベ
ル
モ
ー
ル
1
階（
宇
都
宮
市
）

問
合　

総
務
省
栃
木
行
政
評
価
事
務
所

　
　
　
　

緯
0
2
8−

6
3
4−

4
6
8
0

万
4
千
円
、歳
出
6
3
7
7
万
4
千
円
で
し

た
。

※
事
業
勘
定
は
、国
民
健
康
保
険
事
業
を
運
営
す
る

会
計
で
、診
療
施
設
勘
定
は
、境
診
療
所
・
七
合
診
療

所
を
運
営
す
る
会
計
で
す
。

　

熊
田
診
療
所
は
、歳
入
が
6
0
9
3
万
3

千
円
、歳
出
は
4
7
6
4
万
3
千
円
で
し
た
。

診
療
収
入
、受
診
者
数
は
わ
ず
か
に
減
少
し

て
い
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
は
、歳
入
3
億
1
3
1
3

万
5
千
円
、歳
出
3
億
5
1
9
万
8
千
円
で
し
た
。

　

介
護
保
険
は
、歳
入
が　

億
8
8
5
1
万

25

7
千
円
、歳
出
が　

億
9
2
0
4
万
2
千
円
。

24

平
成　

年
3
月
末
現
在
の
要
介
護
及
び
要
支

28

援
認
定
者
数
は
、1
5
5
4
人
で
あ
り
、そ
の

う
ち
1
2
9
1
人（　
・
1
％
）が
サ
ー
ビ
ス
を

83

利
用
し
て
い
ま
す
。ま
た
、在
宅
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
者
が　
・
8
％
、施
設
サ
ー
ビ
ス
利
用
者

79

は　
・
2
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

20

　

農
業
集
落
排
水
事
業
は
、歳
入
5
8
7
2

万
4
千
円
、歳
出
5
6
3
6
万
6
千
円
で
し
た
。

　

南
那
須
地
区
と
烏
山
地
区
の
中
心
部
で
供

用
さ
れ
て
い
る
下
水
道
事
業
は
、歳
入
6
億
3

0
7
7
万
9
千
円
、歳
出
6
億
1
1
4
8
万

5
千
円
と
な
り
ま
し
た
。全
体
計
画
で
あ
る
2

4
9
・
6　
の
う
ち
、1
7
4
・
6　
の
整
備
が

ha

ha

終
了
し
、年
度
末
の
整
備
率
は　
・
0
％
で
す
。

70

　

簡
易
水
道
事
業
は
、歳
入
1
億
1
9
4
4

万
8
千
円
、歳
出
1
億　

万
5
千
円
で
し
た
。

43

建
設
改
良
は
、県
の
県
道
主
要
地
方
道
常
陸

太
田
那
須
烏
山
線
道
路
改
修
工
事
に
伴
い
、

大
沢
地
内
及
び
大
木
須
地
内
の
配
水
管
布
設

替
工
事
を
行
い
ま
し
た
。

　

公
営
企
業
会
計
の
水
道
事
業
は
、収
益
的

収
入
が
5
億
7
7
7
7
万
2
千
円
、同
支
出

は
5
億
2
1
4
3
万
2
千
円
。資
本
的
収
入

は
、5
0
8
3
万
3
千
円
、同
支
出
が
3
億
4

1
3
9
万
8
千
円
で
し
た
。資
本
的
収
支
不

足
額
2
億
9
0
5
6
万
6
千
円
は
、過
年
度

分
損
益
勘
定
留
保
資
金
及
び
当
年
度
分
消
費

税
等
資
本
的
収
支
調
整
額
、減
債
積
立
金
で

補
て
ん
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、建
設
改
良
で
は
、水
道
水
の
安
定
供
給

を
図
る
た
め
、月
次
地
内
配
水
管
布
設
工
事
及

び
県
道
田
野
倉
交
差
点
改
修
工
事
に
係
る
移

転
先
住
宅
造
成
地
の
配
水
管
布
設
工
事
並
び

に
水
道
施
設
更
新
事
業
等
を
実
施
し
ま
し
た
。

企
業
会
計

※収益的収支は、サービス提供の対価としての料
金収入や人件費、物件費、固定資産の減価償却費な
ど。資本的収支は、効果が次年度以降に及ぶもので、
施設整備費や企業債の元金償還金、企業債収入な
どです。

特別会計・企業会計

困
っ
た

困
っ
た
らら

一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相

一
人
で
悩
ま
ず
行
政
相
談談

　

財
政
健
全
化
法
に
よ
る
健
全
化
判
断
比
率

4
指
標（
実
質
赤
字
比
率
、連
結
実
質
赤
字
比
率
、実
質
公
債

費
比
率
、将
来
負
担
比
率
）と
資
金
不
足
比
率
は
次
の

と
お
り
で
す
。（　

）内
は
、早
期
健
全
化
基
準

で
、ど
れ
か
一
つ
で
も
基
準
を
超
え
る
と
、健
全

化
計
画
の
策
定
が
義
務
付
け
ら
れ
てい
ま
す
。

■
実
質
赤
字
比
率
…
な
し（　
・　

％
）

13
63

■
連
結
実
質
赤
字
比
率
…
な
し（　
・　

％
）

18
63

■
実
質
公
債
費
比
率
…
7
・
7
％（　
・
0
％
）

25

■
将
来
負
担
比
率
…　
・
9
％（
3
5
0
・
0
％
）

24

■
資
金
不
足
比
率（
資
金
不
足
の
あ
る
公
営
企
業
等
な
し
）

健
全
化
判
断
比
率
等
の
公
表

■国民健康保険（事業勘定）
４１億８７５９万７６８７円歳入
４０億２５９８万９９２１円歳出

■国民健康保険（診療施設勘定）
８２８２万４２９５円歳入
６３７７万３７４２円歳出

■熊田診療所
６０９３万３４１２円歳入
４７６４万２９１０円歳出

■後期高齢者医療
３億１３１３万５４４９円歳入
３億５１９万７９７２円歳出

■介護保険
２５億８８５１万６８７１円歳入
２４億９２０４万１７７７円歳出

■農業集落排水事業
５８７２万４０５６円歳入
５６３６万５８２４円歳出

■下水道事業
６億３０７７万８９５３円歳入
６億１１４８万４８０７円歳出

■簡易水道事業
１億１９４４万８２４９円歳入
１億４３万５２７０円歳出

■水道事業（公営企業会計）
５億７７７７万１７７５円収益的収入
５億２１４３万１５０２円収益的支出
５０８３万２７６９円資本的収入

３億４１３９万８４８４円資本的支出
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販売が開始された「中山かぼちゃプリン」。

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
教
室

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み
を
講
演

　

本
市
の
特
産「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
」を
使

用
し
た
加
工
品「
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
プ
リ

ン
」が
9
月　

日
捷
か
ら
、山
あ
げ
会
館
、

12

大
金
駅
前
観
光
交
流
施
設
な
ど
で
限
定

荒
川
小
の
農
林
整
備
を
行
っ
た

「
木
か
ら
森
へ
」活
動
組
織
の
皆
さ
ん
。

　
「
木
か
ら
森
へ
」活
動
組
織（
矢
口
和
美
代
表
）

に
よ
り
、荒
川
小
学
校
の「
清
風
園
」、「
清
風

台
」を
含
む
森
林
整
備
が
、9
月
3
日
松
に
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、林
野
庁
の「
平
成　

年
度
森
林
・

28

山
村
多
面
的
機
能
発
揮
対
策
交
付
金
」を
活

用
し
て
実
施
さ
れ
た
も
の
。荒
れ
た
森
林
の

草
刈
り
な
ど
を
行
い
、子
ど
も
た
ち
が
安
心

し
て
自
然
に
親
し
む
こ
と
の
出
来
る
環
境
を

整
備
し
よ
う
と
、同
組
織
や
市
林
業
振
興
会

か
ら　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

16

　

今
後
は
、子
ど
も
た
ち
を
対
象
と
し
、里
山

を
活
用
し
た
学
習
や
体
験
を
行
う
予
定
で
す
。

荒
川
小
の
森
林
を
整
備

「
木
か
ら
森
へ
」

活
動
組
織
が

1
万
個
の
販
売
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、市
、J
A
な
す
南
、フ
タ
バ

食
品
株
式
会
社
が
共
同
で
商
品
化
し
た

も
の
。9
月
1
日
昭
に
は
、宇
都
宮
市
マ

ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
で
、商
品
発
表
会
が
開

か
れ
ま
し
た
。

　

中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の
加
工
品
は
、ア
イ

ス
ク
リ
ー
ム
に
次
ぐ
第
2
弾
。プ
リ
ン

は
、栃
木
県
産
の
牛
乳
を
ベ
ー
ス
に
中

山
か
ぼ
ち
ゃ
ピ
ュ
ー
レ
を
配
合
し
、滑

ら
か
な
食
感
の
中
に
中
山
か
ぼ
ち
ゃ
の

深
み
と
コ
ク
が
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

大
谷
範
雄
市
長
は
、「
高
級
プ
リ
ン
に

仕
上
が
っ
て
い
る
。中
山
か
ぼ
ち
ゃ
ブ

ラ
ン
ド
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
た
い
」と

話
し
て
い
ま
し
た
。

限定1万個を発売中山かぼちゃ
プリン

　

9
月　

日
松
、市
教
育
委
員
会
で

10

は
、烏
山
公
民
館
で「
那
須
烏
山
ジ
オ

パ
ー
ク
構
想
教
室
」を
開
催
し
、地
域

住
民
な
ど
約　

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

20

　

こ
の
教
室
は
、那
須
烏
山
ジ
オ

パ
ー
ク
の
認
定
、設
立
に
向
け
て
一

昨
年
か
ら
行
っ
て
い
る
も
の
で
、昨

年
か
ら
は
栃
木
県
立
博
物
館
連
携
事

業
と
し
て
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
6
回
と
な
っ
た
今
回
は
、「
ジ
オ

パ
ー
ク
の
先
例
に
学
ぶ
：
天
草
ジ
オ

パ
ー
ク
」と
題
し
、同
博
物
館
職
員
で
、

那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協

議
会
調
査
研
究
部
会
委
員
の
河
野
重

範
さ
ん
を
講
師
に
招
き
ま
し
た
。

　

当
日
は
、市
職
員
が
那
須
烏
山
ジ

オ
パ
ー
ク
構
想
の
見
ど
こ
ろ
や
今
後

の
取
り
組
み
な
ど
を
紹
介
。そ
の
後
、

河
野
さ
ん
に
よ
っ
て
、2
0
0
9
年

に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
た

天
草
ジ
オ
パ
ー
ク（
熊
本
県
天
草
市
・
上

天
草
市
・
苓
北
町
）で
実
施
さ
れ
て
い
る

取
り
組
み
や
ジ
オ
サ
イ
ト
に
関
す
る

講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク

設
立
に
向
け「
ジ
オ
サ
イ
ト
バ
ス
ツ

ア
ー
」、「
那
須
烏
山
ジ
オ
パ
ー
ク
構

想
講
演
会
」な
ど
を
行
う
予
定
で
す
。
天
草
ジ
オ
パ
ー
ク
の
講
演
に
耳
を
傾
け
る

参
加
者
た
ち
。

第66回

　荒川に面する 河  岸  段  丘 に築かれた古墳時代
か がん だん きゅう

（約1400年前）の横穴墓です。名称のとおり12基以
上が確認でき、墓の形や大きさの違いから、長
期間にわたり使用されていたと推測されます。
現在は、岩盤の浸食で墓の 羨  道 部（棺の搬入路）が

せん どう

崩落し、 玄  室 （埋葬室）が残るのみです。
げん しつ

　横穴墓の周辺は、 荒  川  層  群 と呼ばれる約
あら かわ そう ぐん

1200万年前の地層が露出し、数百万年間の砂
礫や貝類の堆積が連続して観察できる国内で
も稀な場所として学術的にも貴重です。那須
烏山ジオパーク構想の重要ポイントにも選定
され、地層観察や景観も楽しめます。

市指定史跡

 十 
じゅう

 二  口  横  穴  墓  群  （南大和久）
に くち おう けつ ぼ ぐん
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9
月
3
日
松
、南
那
須
B
＆
G
海

洋
セ
ン
タ
ー
で「
第　

回
那
須
烏
山

11

市
水
泳
大
会
」が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
と
な
っ
た
本
大
会
。今

年
は
市
内
外
か
ら　

人
が
参
加
し
、

70

平
泳
ぎ
、バ
タ
フ
ラ
イ
、自
由
形
な
ど

6
種
目
で
好
勝
負
を
演
じ
ま
し
た
。

　

結
果
は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

□
種
目
別
優
勝（
敬
称
略
）

【
1
0
0
m
個
人
メ
ド
レ
ー
】▼
小
学

5
年
生
～
一
般
：
三
輪
善
紀　
【　
25

m
ビ
ー
ト
板
】▼
小
学
4
年
生
以

下
：
山
田
勇
心（
烏
山
小
3
年
）　
【　
25

m
平
泳
ぎ
】
▼
小
学
4
年
生
以
下
：

生
魚
祐
晴（
境
小
4
年
）　

▼
小
学
5
・

6
年
生
：
山
本
雅
姫（
烏
山
小
5
年
）　

▼
一
般
：
野
々
村
留
美
子　
【　

m
50

平
泳
ぎ
】
▼
小
学
4
年
生
以
下
：
岡

安
康
仁（
烏
山
小
3
年
）　

▼
小
学
5
・

6
年
生
：
内
藤
瑠
奈（
荒
川
小
6
年
）　

▼
中
学
生
：
古
屋
輝
弥（
南
那
須
中
2

年
）　

▼
一
般
：
髙
瀬
幸
紀　
【
1
0

0
m
平
泳
ぎ
】
▼
中
学
生
：
古
屋
輝

弥（
南
那
須
中
2
年
）　

▼
一
般
：
藤
田

幸
子　
【　

m
バ
タ
フ
ラ
イ
】▼
小
学

25

4
年
生
以
下
：
澤
村
和
希（
境
小
4

年
）　

▼
小
学
5
・
6
年
生
：
湯
家
谷

怜
央（
荒
川
小
6
年
）　

▼
一
般
：
鈴
木

奈
美
江　
【　

m
バ
タ
フ
ラ
イ
】▼
小

50

学
4
年
生
以
下
：
田
代
将
樹（
江
川
小

4
年
）　

▼
小
学
5
・
6
年
生
：
平
野

浩
輝（
荒
川
小
6
年
）　

▼
一
般
：
橿
渕

健
洋　
【　

m
自
由
形
】▼
小
学
4
年

25

生
以
下
：
安
田
知
暉（
烏
山
小
4
年
）　

▼
小
学
5
・
6
年
生
：
小
濱
瑠
唯（
荒

川
小
6
年
）　

▼
一
般
：
大
輪
真
彦　

【　

m
自
由
形
】
▼
小
学
4
年
生
以

50
下
：
生
魚
祐
晴（
境
小
4
年
）　

▼
小

学
5
・
6
年
生
：
内
藤
瑠
奈（
荒
川
小

6
年
）　

▼
一
般
：
大
輪
真
彦　
【　
25

m
背
泳
ぎ
】
▼
小
学
4
年
生
以
下
：

長
谷
川
俊
介（
烏
山
小
4
年
）　

▼
小
学

5
・
6
年
生
：
川
島
悠
葉（
七
合
小
5
年
）

【　

m
背
泳
ぎ
】▼
一
般
：
渕
和
彦

50□
総
合
順
位

【
小
学
4
年
生
以
下
の
部
】

①
生
魚
祐
晴（
境
小
4
年
）　

②
長
谷

川
俊
介（
烏
山
小
4
年
）　

③
澤
村
和
希

（
境
小
4
年
）

【
小
学
5
・
6
年
生
の
部
】

①
内
藤
瑠
奈（
荒
川
小
6
年
）　

②
山
本

雅
姫（
烏
山
小
5
年
）　

③
湯
家
谷
怜
央

（
荒
川
小
6
年
）

水中の激水中の激戦戦！！

市市水水泳泳大大会会
激戦が繰り広げられた水泳大会。

　

烏
山
中
3
年
の
髙
橋
彩
希
さ
ん

（
南
1
丁
目
）が
、9
月　

日
松

に
宇
都

24

宮
市
の
県
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
た
少
年
の
主
張
発
表
栃
木
県
大

会
に
南
那
須
地
区
代
表
と
し
て
出
場

し
、優
秀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
は
、家
族
の
大
切
さ
や

将
来
の
夢
な
ど
を
テ
ー
マ
に
、生
活

の
中
で
感
じ
て
い
る
こ
と
や
考
え
て

い
る
こ
と
を
発
表
す
る
場
と
し
て
毎

年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
「
言
葉
の
壁
を
越
え
て
」と
題
し
た

烏
山
中
3
年
髙
橋
彩
希
さ
ん

少
年
の
主
張
県
大
会
で
優
秀
賞
に
輝
く地区大会で発表した皆さん地区大会で発表した皆さん。。

　

9
月
1
日
昭
、す
く
す
く
保
育
園
の

年
長
組
と
年
中
組
の
園
児
合
わ
せ
て　
39

人
が
、渡
辺
ぶ
ど
う
園
で「
ぶ
ど
う
狩

り
」を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
、園
児
た
ち
は
同
ぶ
ど
う
園
で

栽
培
さ
れ
た「
巨
峰
」を
試
食
。そ
の
後
、

実
際
に
ぶ
ど
う
の
収
穫
を
体
験
し
ま
し

た
。

　

園
児
た
ち
は
、と
れ
た
て
の
ぶ
ど
う

を
一
口
頬
張
る
と「
甘
く
て
お
い
し
い
」

と
満
面
の
笑
み
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

す
く
す
く
保
育
園
の
園
児
が

秋
の
味
覚
！
ぶ
ど
う
狩
り
を
体
験

ぶどうを頬張る園児たちぶどうを頬張る園児たち。。
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髙
橋
さ
ん
の
発
表
で
は
、市
の
中
学

生
海
外
派
遣
事
業
に
参
加
し
た
際
、

異
文
化
と
の
ふ
れ
あ
い
や
外
国
人
と

の
出
逢
い
を
通
じ
、言
葉
の
壁
を
乗

り
越
え
て
交
流
し
た
こ
と
に
つ
い
て

語
り
ま
し
た
。

　

な
お
、先
に
行
わ
れ
た
2
日
晶

の

南
那
須
地
区
大
会
で
は
、本
市
と
那

珂
川
町
の
4
つ
の
中
学
校
か
ら
、各

校
の
代
表
の
4
人
が
参
加
し
、大
勢

の
観
衆
の
前
で
堂
々
と
発
表
を
し
ま

し
た
。

　

那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

（
福
島
二
朗
委
員
長
）に
よ
る「
み
ん
な
で

作
ろ
う
！
現
代
版
・
烏
山
線
鉄
道
唱
歌

（
烏
山
篇
）」の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
、9

月　

日
捷
、　

日
昇

の
2
日
間
に
わ
た

12

20

り
市
役
所
烏
山
庁
舎
で
開
か
れ
、地
域

住
民
や
、烏
山
高
校
の
生
徒
な
ど
が
各

回　

人
参
加
し
ま
し
た
。

30

　
こ
れ
は
、昭
和
5
年
頃
の
烏
山
線
沿

線
の
歴
史
や
文
化
、名
所
、風
景
な
ど
の

観
光
地
巡
り
の
案
内
書「 
烏  
寶 
線
鉄
道

う 
ほ
う

唱
歌
」を
入
手
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

始
ま
っ
た
も
の
。現
代
の
沿
線
の
魅
力
情

報
を
盛
り
込
ん
だ
唱
歌
を
作
る
こ
と
で
、

市
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
い
う
企
画
で
す
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
、同
研
究
会

が
昨
年
度
に
制
作
し
た「
J
R
烏
山
線

フ
ッ
ト
パ
ス
地
域
資
源
回
遊
マ
ッ
プ
」

を
参
考
に
し
つ
つ
、自
然
や
歴
史
、建
造

物
な
ど
の
地
域
資
源
か
ら
本
市
に
置
か

れ
る
5
駅
ご
と
に
資
源
を
抽
出
し
た
ほ

か
、説
明
を
兼
ね
た
文
言
作
り
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

　

福
島
委
員
長
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
出
た
意
見
か
ら
、研
究
会
に
所
属
す

る
学
生
た
ち
で
歌
詞
を
作
り
、今
年
度

中
に
は
発
表
し
た
い
。そ
し
て
、少
し
で

も
那
須
烏
山
市
に
行
っ
て
み
た
い
と

思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
歌
に
仕
上
げ

た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

那
須
烏
山
市
ま
ち
づ
く
り
研
究
会
が
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

現
代
版
・
烏
山
線
鉄
道
唱
歌
の
制
作
に
挑
戦

唱
歌
に
取
り
入
れ
る
地
域
資
源
を
話
し
合
う

参
加
者
た
ち
。

　

9
月　

日
昌

か
ら　

日
晶

ま
で
の

21

30

　

日
間
に
か
け
て「
秋
の
交
通
安
全

10県
民
総
ぐ
る
み
運
動
」が
行
わ
れ
ま

し
た
。重
点
項
目
と
し
て「
夕
暮
れ
時

と
夜
間
の
歩
行
中
・
自
転
車
乗
用
中

の
交
通
事
故
防
止
」、「
全
て
の
座
席

の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
の
徹
底
」、

「
飲
酒
運
転
の
根
絶
」を
掲
げ
、市
内

で
も
様
々
な
事
業
を
展
開
し
、交
通

事
故
防
止
の
徹
底
を
図
り
ま
し
た
。

秋
の
交
通
安
全
運
動
フ
ェ
ア
開
催

交
通
事
故
の

防
止
を
徹
底

　

9
月　

日
松

に
は
、市
や
那
須
烏

24

山
警
察
署
、那
須
烏
山
交
通
安
全
協

会
、安
全
運
転
管
理
者
那
須
烏
山
地

区
協
議
会
に
よ
る「
秋
の
交
通
安
全

運
動
フ
ェ
ア
」が
、市
と
包
括
連
携
協

定
を
締
結
し
た
N
E
Z
A
S
グ
ル
ー

プ
の
共
催
で
、烏
山
自
動
車
学
校
を

会
場
に
開
か
れ
、開
催
関
係
者
や
地

域
住
民
な
ど
約
5
0
0
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

A
K
B　

T
e
a
m
8
で
栃
木
県
代

48

表
の
本
田
仁
美
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
に
迎

え
、1
日
警
察
署
長
に
任
命
。来
場
者

と
運
動
の
重
点
項
目
を
確
認
す
る
な

ど
、交
通
事
故
防
止
を
訴
え
か
け
ま

し
た
。ま
た
、J
A
な
す
南
梨
部
会
に

よ
り
、「
事
故
無
し
」に
か
け
た「
梨
」

3
6
0
個
が
提
供
さ
れ
、会
場
で
配

布
さ
れ
ま
し
た
。イ
ベ
ン
ト
と
し
て

は
、オ
リ
ジ
ナ
ル
反
射
材
づ
く
り
体

験
や
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
使
っ
た
運

転
体
験
を
は
じ
め
、交
通
事
故
の
デ

モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
、交
通
安
全

に
関
す
る
ク
イ
ズ
大
会
な
ど
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

蓼
沼
浩
那
須
烏
山
警
察
署
長
は
、

「
1
秒
先
、1
分
先
何
が
起
こ
る
か
わ

か
ら
な
い
。悲
惨
な
事
故
ゼ
ロ
を
目

指
し
た
い
」と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

①
交
通
事
故
の
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン　

②
警
察

署
長
か
ら
1
日
警
察
署
長
に
任
命
さ
れ
る
A
K
B　
48

T
e
a
m
8
の
本
田
仁
美
さ
ん　

③
オ
リ
ジ
ナ
ル
反

射
材
づ
く
り
体
験
に
夢
中
の
子
ど
も
た
ち
。

ᶃ̝ 

ᶄ̝ ᶅ̝ 
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　孫と一緒に過ごす敬老の日。
▼カメラに興味深々。

▼

　

烏
山
高
校
で
は
、9
月
2
日
晶
、3

日
松
、「
第
7
回
烏
翔
祭
」が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

今
年
の
テ
ー
マ
は
、「
え
ん
」。こ
の

テ
ー
マ
に
は
、「
学
校
祭
と
い
う「
宴
」

を「
縁
」が
あ
っ
た
仲
間
た
ち
と「
円
」

満
な
も
の
に
し
た
い
」と
い
う
生
徒

た
ち
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
に
は
、校
内
発
表
と
し
て
ス

テ
ー
ジ
上
で
郷
土
芸
能
部
や
ダ
ン
ス

部
な
ど
に
よ
る
発
表
が
行
わ
れ
ま
し

た
。ま
た
、翌
日
の
一
般
公
開
で
は
、

初
日
同
様
、ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、美
術
部
や
書
道
部
、華
道

部
の
作
品
展
示
、華
道
部
の
茶
会
、各

ク
ラ
ス
の
模
擬
店
な
ど
が
並
び
、に

ぎ
わ
い
を
み
せ
ま
し
た
。

烏
山
高
校
で
烏
翔
祭

今
年
の
テ
ー
マ
は「
え
ん
」

　

西
川
会（
西
川
扇
士
浪
代
表
）に
よ
る

「
西
川
会
夏
祭
り
」が
9
月
3
日
松
、

山
あ
げ
烏
章
館
周
辺
を
会
場
に
開
か

れ
、地
域
住
民
約
3
5
0
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
祭
り
は
、古
き
良
き
夏
の
風

物
詩
を
残
そ
う
と
毎
年
開
か
れ
て
い

る
も
の
で
、今
年
で
7
回
目
と
な
り

ま
し
た
。

　

当
日
は
、同
会
に
よ
る
日
本
舞
踊

の
ほ
か
、烏
山
常
磐
津
教
室
に
よ
る

三
味
線
の
演
奏
や
歌
な
ど
9
つ
の
演

目
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。舞
台
い
っ

ぱ
い
に
力
強
く
踊
る
姿
に
観
客
か
ら

は
、盛
大
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、山
あ
げ
会
館
前
駐
車
場

に 
提  
灯 
や 
櫓 
を
設
置
し
た
特
設
会
場

ち
ょ
う 
ち
ん 

や
ぐ
ら

で
は
、盆
踊
り
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。櫓
を
中
心
に
、同
会
の
メ
ン
バ
ー

や
参
加
者
な
ど
が
大
き
な
輪
と
な
り
、

「
日
光
和
楽
踊
り
」や「
東
京
音
頭
」の

曲
に
合
わ
せ
て
踊
り
ま
し
た
。

西
川
会
夏
祭
り 　

人
で
に
ぎ
わ
う

350

西
川
会
が
練
習
の
成
果
を
披
露
。

長
寿
と
健
康
を
祝
う

　

の
会
場
で
敬
老
会
を
開
催

65

ダンス部によるステージ発表ダンス部によるステージ発表。。

　

8
月
6
日
松
に
烏
山
中
学
校
体
育
館

で
開
か
れ
た「
第　

回
南
那
須
地
区
少

37

年
剣
道
大
会
」で
、烏
山
剣
道
教
室
に
通

う
興
野
の
髙
野
未
来
さ
ん（
烏
山
中
1
年
）、

裕
翔
さ
ん（
七
合
小
4
年
）、大
翔
さ
ん（
七

合
小
2
年
）の
3
兄
弟
が
個
人
戦
で
そ

ろ
っ
て
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
関
係
者
に
よ
る
と
、兄
弟
そ

ろ
っ
て
の
優
勝
は
前
代
未
聞
。未
来
さ

ん
は
、「
大
会
の
日
、弟
た
ち
の
優
勝
が

先
に
決
ま
り
、私
も
頑
張
ろ
う
と
思
っ

た
。次
の
大
会
で
も
3
人
で
優
勝
を
狙

い
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま
し
た
。
「
次
も
頑
張
り
た
い
」と
話
す
3
兄
弟
。

髙
野
3
兄
弟

剣
道
大
会
で
そ
ろ
っ
て
優
勝
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9
月　

日　
の「
敬
老
の
日
」を

19

（月・祝）

中
心
に
、市
内
の
1
0
2
の
自
治

会
や
8
つ
の
老
人
施
設
な
ど　

の
65

会
場
で
敬
老
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

今
回
、招
待
さ
れ
た
の
は
、　

歳
以

75

上
の
4
9
7
8
人（
男
1
9
4
1
人
、

女
3
0
3
7
人
）。各
会
場
で
は
、食

事
を
し
た
り
、唄
や
踊
り
の
余
興

を
見
た
り
と
、楽
し
む
姿
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

　

曲
畑
の
佐
藤
チ
ヨ
さ
ん
が
、9
月　
23

日
晶
に
満
1
0
0
歳
を
迎
え
ま
し
た
。

　

佐
藤
さ
ん
は
、少
し
耳
が
遠
い
も
の

の
、と
て
も
元
気
。週
2
回
通
っ
て
い
る

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で
は
、友
達
と
会
う
の

を
毎
回
楽
し
み
に
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
、手
先
が
器
用
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、ひ
孫
さ
ん
に
お
り
が
み
で
鶴
の
折

り
方
を
教
え
た
り
、小
学
校
に
持
っ
て

い
く
雑
巾
を
縫
っ
た
り
も
す
る
と
い
い

ま
す
。

　

佐
藤
さ
ん
に
目
標
を
伺
う
と
、「
市
内

最
高
齢
で
す
」と
に
こ
や
か
に
答
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

七
合
小
5
年
の
川
島
悠
葉
さ
ん（
中

山
）と
小
幡
凜
さ
ん（
谷
浅
見
）が「
子
ど

も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル（
県
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
・
県
主
催
）」で
、南
那
須
地

区
で
行
わ
れ
た
1
次
審
査
を
通
過
し
、

2
次
審
査
へ
進
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、子
ど
も
た

ち
に
正
し
い
知
識
と
食
べ
物
を
選
択

す
る
力
を
習
得
さ
せ
、健
全
な
食
生

活
を
実
践
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
毎
年
開
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。 駒場選手。

　

ま
た
、総
務
省
が
発
表
し
た
人

口
推
計
に
よ
る
と
、日
本
の　

歳
65

以
上
の
高
齢
者
人
口
は
、9
月　
15

日
時
点
で
3
4
6
1
万
人
と
な
り
、

総
人
口
比
は　
・
3
％
と
な
る
こ

27

と
が
分
か
り
ま
し
た
。総
人
口
に

占
め
る
割
合
が
4
分
の
1
を
超
え

た
の
は
3
年
連
続
と
な
り
、前
年

か
ら
さ
ら
に
人
口
・
割
合
と
も
に

増
加
し
、過
去
最
高
と
な
り
ま
し

た
。

　

本
市
で
は
、住
民
基
本
台
帳
に

お
け
る　

歳
以
上
の
人
口
が
9
月

65

1
日
時
点
で
、9
1
0
1
人（
男
4

0
4
7
人
、女
5
0
5
4
人
）と
な
り
、

昨
年
よ
り
1
6
9
人
増
え
ま
し
た
。

中央南（9月10日）中央南（9月10日）。。

滝（9月18日）滝（9月18日）。。

　

那
珂
川
町
の
学
童
野
球
チ
ー
ム

「
小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
」に
所
属
す
る
七

合
小
6
年
の
駒
場
晴
彦
選
手（
大
桶
）

が
、7
月　

日
松
、　

日
掌

に
東
京
都

30

31

で
行
わ
れ
た「
東
京
新
聞
カ
ッ
プ
第

　

回
関
東
学
童
軟
式
野
球
大
会
」に

39出
場
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
、1
回
戦
の
茨
城
県
代
表

に
6
対
3
で
惜
し
く
も
敗
れ
ま
し
た

が
、次
の
大
会
に
向
け
て
目
標
が
で

き
た
よ
う
で
す
。

　

駒
場
選
手
は
、「
初
め
て
関
東
大
会

に
出
場
し
、良
い
経
験
を
さ
せ
て
も

ら
っ
た
。こ
の
経
験
を
バ
ネ
に
次
の

大
会
で
は
、一
勝
で
も
多
く
勝
ち
た

い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、駒
場
選
手
は
、6
年
後
に
開

か
れ
る
栃
木
国
体
に
向
け
て
、第　
77

回
国
民
体
育
大
会
対
策
本
部
か
ら
、

「
チ
ー
ム
と
ち
ぎ
ジ
ュ
ニ
ア
選
手
」に

認
定
を
受
け
ま
し
た
。

小
川
那
珂
ク
ラ
ブ
の
駒
場
晴
彦
選
手

学
童
野
球
で
関
東
大
会
出
場

元気いっぱいの佐藤さん元気いっぱいの佐藤さん。。

曲畑の
佐藤チヨさん

祝・満100歳

　

9
月　

日
松

に
、宇
都
宮
短
期
大

24

学
附
属
高
等
学
校
で
開
か
れ
た
2
次

審
査
で
は
、1
時
間
以
内
で
料
理
を

実
際
に
作
り
、審
査
員
が
審
査
を
し

ま
し
た
。2
人
は
、緊
張
し
な
が
ら
も

自
分
た
ち
で
考
え
た
栄
養
満
点
の
朝

食
メ
ニ
ュ
ー
を
一
生
懸
命
に
作
り
ま

し
た
。

　

残
念
な
が
ら
上
位
入
賞
は
逃
し
ま

し
た
が
、「
楽
し
か
っ
た
」と
声
を
そ

ろ
え
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

七
合
小
5
年
の
川
島
悠
葉
さ
ん
・
小
幡
凜
さ
ん

子
ど
も
の
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
2
次
審
査
へ

小幡さん（左）と川島さん（右）小幡さん（左）と川島さん（右）。。



InformationInformationInformationInformationInformation

市の人口

編
集
後
記

編
集集
後
記

編
集
後
記

編
集
後
記

着図書

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

20広報なすからすやま ２０１6.10

○
す
っ
か
り
秋
で
す
ね
。と
、書

き
た
い
と
こ
ろ
な
の
で
す
が
、今

年
は
雨
が
多
く
て
ジ
メ
ジ
メ
し

て
い
て
…
ま
る
で
梅
雨
の
時
期

み
た
い
な
秋
！
雨
が
多
く
て
、稲

刈
り
も
ま
だ
終
わ
ら
な
い
っ
て
お
家
も
あ

る
み
た
い
で
す
。天
候
に
左
右
さ
れ
る
か

ら
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
い
で
す
よ
ね
。

○
タ
イ
ミ
ン
グ
と
い
え
ば
、自
分
が
休
み

の
た
び
に
台
風
な
ん
で
す
よ
ね
。よ
く
、

「
晴
れ
女
」と
か「
雨
女
」と
か
言
い
ま
す
が
、

私
は「
台
風
女
」な
ん
じ
ゃ
な
い
か
っ
て
。

（
そ
う
だ
っ
た
ら
、皆
さ
ん
ご
め
ん
な
さ
い（
笑
））

○
で
も
、タ
イ
ミ
ン
グ
が
良
い
こ
と
も
あ

る
ん
で
す
！
駐
車
場
が
車
で
い
っ
ぱ
い
で

も
、ち
ょ
う
ど
空
い
た
り
し
て
す
ぐ
車
を

止
め
る
こ
と
が
で
き
る
ん
で
す
！
…
な
ん

の
自
慢
に
も
な
り
ま
せ
ん
ね（
笑
）

○
さ
て
、最
後
に
！
今
回
、「
子
育
て
」を
テ

ー
マ
に
し
た
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。私

自
身
、子
育
て
未
経
験
者
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、こ
ん
な
手
当
・
相
談
会
が
あ
る
ん
だ
～

と
い
っ
た
新
た
な
発
見
や
子
育
て
中
の
保

護
者
の
皆
さ
ん
と
実
際
に
取
材
先
で
生
の

声
を
聞
い
て
こ
う
い
う
こ
と
が
大
変
な
ん

だ
～
と
学
ぶ
こ
と
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

○
子
育
て
中
の
人
だ
け
で
な
く
、み
な
さ
ん

に
少
し
で
も
那
須
烏
山
市
の
取
り
組
み
を

知
っ
て
も
ら
え
た
ら
な
～
と
思
い
ま
す
！

赤
ち
ゃ
ん
名　
　
（
保
護
者
）
住　
  
所

大　

谷　
　
　
 
豊 （
典
善
・
麻
紀
）三　
　

箇

ゆ
た
か

塩　

野　
 
桂 　
 
汰 （ 
聡 
・
絵
理
）三　
　

箇

け
い 

た

滝　

田　
 
真 　
 
穂 （ 
聡 
・
由
美
）興　
　

野

ま 

ほ

松　

本　
 
璃 　
 
海 （ 
龍 
・
智
香
）志　
　

鳥

り 

り
あ

吉　

川　
 
岳 　
 
杜 （
孝
一
・明
日
香
）上　
　

境

や
ま 

と

瀧　

澤　
 
蓮 　
 
虎 （
正
好
・
綾
子
）八
ケ
代

れ
ん 

と

山　

口　
 
瑠 　
 
久 （
雄
也
・
愛
奈
）城　
　

東

る 

く

中　

條　
 
瑛 　
 
眞 （
英
伸
・奈
々
子
）小
白
井

え 

ま

鈴　

木　
 
陽 　
 
葵 （
亮
司
・真
理
恵
）田
野
倉

ひ 

ま
り

鈴　

木　
 
瑛 　
 
斗 （
大
輔
・
裕
果
）曲　
　

田

え
い 

と

髙　

倉　
　
　
 
丈 （
和
矢
・
寛
子
）南
1
丁
目

じ
ょ
う

※
こ
こ
で
は
、保
護
者
等
の
了
解
が
得
ら
れ
た
情

報
の
み
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

お
め
で
た

お
め
で
た

【
中
学
1
～
3
年
生
個
人　

形　

女
子
】
▽

優
勝
：
田
﨑
裕
乃（
南
那
須
空
手
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
）

●
第
8
回
自
治
会
対
抗
親
善
野
球
大
会（
8
月

　

日
掌
～　

日
掌
、緑
地
運
動
公
園
、大
桶
運
動
公
園
、烏
山
野

21

28

球
場
）

▽
優
勝
：
日
野
町　

▽
準
優
勝
：
城
東
・
泉

町
・
滝
田　

▽
第
3
位
：
あ
た
ご
、こ
ぶ
し
台

●
第　

回
市
民
ナ
イ
タ
ー
野
球
大
会（
7
月　

11

23

日
松
～
9
月
3
日
松
、緑
地
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
烏
山
レ
ッ
ド
ソ
ッ
ク
ス　

▽
準
優

勝
：
F
T
ク
ラ
ブ　

▽
第
3
位
：
南
大
和
久

オ
ー
ル
ス
タ
ー
ズ

●
第　

回
市
民
射
撃
大
会（
7
月　

日
掌
、那
須
国

11

31

際
射
撃
場
）

【
ト
ラ
ッ
プ
】▽
優
勝
：
和
久
勝
行
（
下
川
井
）

▽
準
優
勝
：
越
雲
文
男（
旭
2
丁
目
）　

▽
第
3

位
：
阿
久
津
進（
南
2
丁
目
）

【
ス
キ
ー
ト
】▽
優
勝
：
荒
井
健（
城
東
）　

▽
準

優
勝
：
小
原
澤
文
雄（
大
桶
）　

▽
第
3
位
：

佐
藤
亨
一（
下
境
）

●
第
8
回
那
須
烏
山
市
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

交
流
大
会（
8
月
1
日
捷
～
8
日
捷
、緑
地
運
動
公
園
、烏

山
運
動
公
園
）

▽
優
勝
：
荒
川
南　

▽
準
優
勝
：
こ
ぶ
し
台

▽
第
3
位
：
八
ヶ
代
、下
境
小
原
沢

●
第　

回
青
少
年
空
手
道
結
城
大
会（
8
月　

32

21

日
掌
、結
城
市
か
な
く
ぼ
総
合
体
育
館
）

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

ス
ポ
ー
ツ
の
結
果

投票期間　10月24日まで

ごご
寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

寄
附

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

■
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金

・
菅
原
征
司
様（
北
海
道
札
幌
市
）か
ら
1
万
円

が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

・
匿
名
希
望
者
様　

人
か
ら　

万
5
千
円

12

13

が
本
市
に
寄
附
さ
れ
ま
し
た
。

■
那
須
烏
山
市
奨
学
基
金

・
匿
名
希
望
者
様
か
ら　

万
円
が
寄
附
さ

15

れ
ま
し
た
。

■現在の順位（10月　日午後　時現在）3 3
　総合288位　　6427ポイント



★図書館HPから新着図書が検索できます。★
http://www.lib-nasukarasuyama.jp/

南那須図書館　☎0287-88-2748　Fax88-0204
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Information

市の人口市のの人人口市の人口市の人口

編
集
後
記

新新新着着着着図図図図書書書書
2016.9.1現在
（　）対前月比

※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。※平成27年国勢調査を基に集計した統計人口です。

男
出生
転入

13,185 女
死亡
転出

13,457

人口 26,642（－23）

世帯数 9,461

33
45

18
37
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★一般図書★
『脳にきく色身体（からだ）にきく色』

入倉　隆
『日本はこの先どうなるのか』高橋　洋一
『子どもに伝える行事の由来と行事食』

すとう　あさえ
『子どものうつ病』　　　長尾　圭造
『レモン酢で体すっきり！ずっと健康！』

落合　貴子
『川島隆太教授の脳トレ川柳』川島　隆太
『何様』　　　　　　　朝井　リョウ
『みかづき』　　　　　　　森　絵都

★児童図書★
『からだの元気大作戦！』野井　真吾
『時間の女神のティータイム』

あんびる　やすこ
『ドアのノブさん』　　大久保　雨咲
『天馬のゆめ』　　　　ばん　ひろこ

『トントンがゆく』　きむら　よしお
『おつきみ』　　　　あまん　きみこ
『絵本あなのあいたおけ』プレム　ラワット
『プーさんとであった日』

リンジー　マティック
★DVD★

『あん』　　　　　  河瀬 直美∥監督
『寄生獣』　　　　　  山崎 貴∥監督
『ビリギャル』　　  土井 裕泰∥監督
『レインツリーの国』　三宅 喜重∥監督
『メモリーズ  追憶の剣』

パク・フンシク∥監督
『ブリッジ・オブ・スパイ』
スティーブン・スピルバーグ∥監督

『仮面ライダーチェイサー』
石田 秀範∥監督

『かいけつゾロリ うちゅうの勇者たち』
岩崎 知子∥監督

俳　

句

齋
藤　
　

穂　

選

芸
コ
ー
ナ
ー

芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

文
芸
コ
ー
ナ
ー

作品
募集

毎
月　

日
ま
で
に
、総
合
政
策
課
広
報
統
計
グ
ル
ー
プ

１０

（
〒
３
２
１−

０
６
９
２
那
須
烏
山
市
中
央
１
丁
目

１
番
１
号
）あ
て
、郵
送
で
作
品
を
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

サ
イ
レ
ン
の
長
さ
忘
れ
じ
終
戦
日

鈴
木　

奎
子（
金　

井
）

逆
上
り
出
来
て
二
学
期 
始 
れ
り

は
じ
ま

荒
井　

浜
子（
中　

央
）

富
岡
製
糸
工
場
と
ど
ろ
日
雷

髙
徳　

美
井（
大　

金
）

道
端
に
刈
り
の
こ
さ
れ
し
彼
岸
花

須
田　

孝
子（
城　

東
）

川　

柳

篠
崎　

酔
月　

選

稲
妻
の
よ
う
に
新
幹
線
走
り

久
郷　

牛
歩（
高　

瀬
）

遠
雷
へ
洗
濯
物
を
こ
み
始
め

南　

美
保
子（
福　

岡
）

夫
婦
し
て
義
理
を
果
た
し
て
き
て
疲
れ

羽
石　

妙
子（
向　

田
）

甘
い
汁
吸
っ
た
分
だ
け
高
い
負
荷

舩
山　

栄
一（
熊　

田
）

短　

歌

福
澤　

悦
子　

選

会
津
駒
に 
亡  
夫 
は 
在 
す
や
山
頂
の 
池  
塘 
に
花
咲
く
あ

つ 

ま 

お
わ 

ち 

と
う

の
楽
園
に　
　
　
　
　
　
　

吉
澤　

紅
月（　

南　

）

小
枝
に
光
る
水
の
玉
の
先
を
糸
ト
ン
ボ
飛
び
ゆ
け
ば

幼
き
日
々
浮
か
び
来
ぬ　
　

川
手　

ト
ヨ（
金　

井
）

猛
暑
日
も
瀬
音
背
に
受
け 
茜 
雲
な
が
め
る
肩
に
涼
風

あ
か
ね

わ
た
る　
　
　
　
　
　
　
　
　

鈴
木　

豊（
谷
浅
見
）

富
士
山
の
山
よ
り
高
し
と
メ
ダ
ル
抱
く
青
年
の
顔
誇

り
に 
輝 
く　
　
　
　
　
　

角
田
か
ほ
る（
南
大
和
久
）

か
が
や

　

市
で
は
、新
た
な
財
源
の
確
保
の
た
め
に
、

市
の
資
産
を
広
告
媒
体
と
し
て
活
用
し
、広
報

紙
な
ど
へ
の
有
料
広
告
の
掲
載
を
実
施
し
ま

す
。詳
し
く
は
、市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

■
総
合
政
策
課
緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

有
料
広
告
を

掲
載
し
ま
せ
ん
か
？

発行日（部数）掲載料規　　格位　置広告種類

・毎月1回（毎月10日発行）
・行政区長配布

5,000円
（1回）

・白黒刷
縦4.7cm×横8.4cm

表紙・最終頁
を除く下面広報

なすからすやま 10,000円
（1回）

・カラー刷
縦4.7cm×横8.4cm

最終頁の下
面

・毎月2回（毎月1・15日発行）
・新聞折込

5,000円
（1回）

・白黒刷
縦4.5cm×横10.0cm

表紙・最終頁
の下面広報お知らせ版

実績
26年度接続件数　346,508件
ページ閲覧件数　1,298,497件

5,000円
（1回）

縦50ピクセル×横150ピクセル
容量：4KB以内
画像形式：GIF・JPEG

トップページ
画面で市長が
指定する場所

市ホームページ
バナー広告

広告媒体及び広告掲載料



シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

シ
リ
ー
ズ

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！

烏
山
高
校
っ
て
こ
ん
な
と
こ
ろ
！！！！
〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑦
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑦
〜

〜
部
活
動
を
知
ろ
う
編
⑦
〜

演
劇
部

上：レトロ感漂う風っこ号。
下：初めて開催された烏山レールまーけっと。

今
年
も「
風
っ
こ
号
」が
や
っ
て
き
た

今
年
も「
風
っ
こ
号
」が
や
っ
て
き
た
！！

　

8
月　

日
松
・　

日
掌
、　

烏
山
線

27

28

JR

に
、特
別
列
車「
風
っ
こ
烏
山
号
」が

今
年
も
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　

初
日
、あ
い
に
く
の
天
候
に
よ
り

1
便
と
2
便
が
欠
便
と
な
っ
た
も
の

の
、2
日
間
で「
風
っ
こ
烏
山
号
」と

日
が
暮
れ
て
か
ら
走
る「
風
っ
こ
夕

涼
み
号
」が
あ
わ
せ
て
4
往
復
運
行

し
、多
く
の
家
族
連
れ
や
鉄
道
フ
ァ

ン
が
、の
ど
か
な
田
園
風
景
の
旅
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

こ
の
列
車
は
、車
体
側
面
に
ガ
ラ

ス
窓
が
な
い
ト
ロ
ッ
コ
風
の
特
別
な

列
車
。テ
ー
ブ
ル
と
イ
ス
は
木
製
で
、

天
井
に
は
ラ
ン
プ
が
備
え
ら
れ
、レ

ト
ロ
感
漂
う
内
装
に
な
っ
て
い
ま
す
。

外
装
も
珍
し
く
、風
っ
こ
号
の
前
後

に
連
結
し
た
キ
ハ　

に
は
、「
風
っ
こ

40

烏
山
」の
ヘ
ッ
ド
マ
ー
ク
が
付
け
ら

れ
ま
す
。沿
線
に
は
列
車
を
カ
メ
ラ

に
収
め
よ
う
と
多
く
の
人
が
集
い
、

列
車
を
待
ち
わ
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、　

烏
山
駅
で
は
、「
烏
山

JR

レ
ー
ル
ま
ー
け
っ
と（
ク
ロ
ス
ア
ク
シ
ョ

ン
主
催
）」が
開
か
れ
、和
紙
ク
ラ
フ
ト

体
験
や
デ
ィ
ン
プ
ル
ア
ー
ト
体
験
、

有
機
野
菜
の
販
売
な
ど
7
店
舗
が
出

店
し
、観
光
客
を
も
て
な
し
ま
し
た
。
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な
す
か
ら
す
や
ま

編
集　

総
合
政
策
課　
         
〒
3
2
1－

0
6
9
2 
那
須
烏
山
市
中
央
1
丁
目
1
番
1
号　

緯
0
2
8
7－

　

－

1
1
1
2

83

　

広
報「
な
す
か
ら
す
や
ま
」で
は
、烏
山
高
校
の
部
活
動
で
頑
張

る
生
徒
を
紹
介
し
ま
す
！

　

個
性
豊
か
で
元
気
い
っ
ぱ
い
の　

人
で
活

11

動
す
る
演
劇
部
。平
日
を
中
心
に
体
育
館
で

毎
日
約
2
時
間
の
稽
古
を
積
ん
で
い
ま
す
。

　

稽
古
は
、ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り
筋
ト

レ
や
発
声
練
習
、台
本
読
み
、最
後
は
エ

チ
ュ
ー
ド
と
言
い
、台
本
な
し
に
即
興
で
演

じ
、話
を
展
開
し
て
い
く
稽
古
も
行
っ
て
い

ま
す
。

　

9
月
に
行
わ
れ
た
烏
翔
祭
で
は
、烏
山
高

校
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
ア
レ
ン
ジ
し
た「
不
思
議

の
国
の
ア
リ
ス
」や「
わ
ら
し
べ
長
者
」の
劇

を
披
露
し
、来
場
者
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　

現
在
は
、　

月　

日
松・　

日
掌
に
行
わ
れ

10

15

16

る
第
7
回
県
北
地
区
高
校
演
劇
研
究
大
会
に

向
け
て
朗
読
劇
の
稽
古
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　年（高根沢町）2
新果南　部長

　県北地区高校演劇研
究大会の目標は、上位
　校に残り、県大会に3
出場することです。部
員が少ない時期もあり、
大会に出場するのは　3
年ぶりですが、力を合
わせて精一杯演じたい
と思います。

宮原八幡宮観世流太々神楽

敬老会で伝統の舞を披露
　　月18日掌、落石釣堀で「宮原八幡宮観世流太々神楽」が9
披露されました。市指定無形民俗文化財にも指定されてい
るこの太々神楽は、宮原八幡宮祠官斉藤松寿氏が、伊勢神宮
権禰宜を数年勤め、明治17年（1884）に退官した際、神楽の面
20の他口伝、用具等を携えて帰郷し、斉藤主膳を師匠として
伝承したのが始まりとされています。
　後継者難のため、一時中断されましたが、昭和58年（1983）
に保存会を結成。近年では、毎年、宮原の敬老会で舞を披露
しています。舞は全部で39場あり、すべて舞うと　日間かか2
ると言われています。そのため、奉納では代表的な　場が演8
じられます。今回の敬老会では、「農業舞」や「 八  岐  大  蛇  舞 」

や またの おろ ち まい

を披露。敬老会の参加者は、「毎年、伝統的な舞を見ることが
できて幸せ」と、舞を楽しむ様子が見られました。

上
：
迫
力
満
点
の
八
岐
大
蛇
舞

を
披
露
／
下
：
敬
老
会
で
笑
い
を

誘
う
太
々
神
楽
の
出
演
者
た
ち
。


